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仙
台
市
民
図
書
館
蔵
『
沙
石
集
』

｜
｜
『
沙
石
集
』
諸
本
研
究
の
一
材
料
と
し
て
｜
｜抜
書
本
に
つ
い
て

上
野

陽
子

序

一
二
0
0
年
代
か
ら
一
三
0
0
年
代
に
か
け
て
生
き
た
僧
・
無
住
は
、

弘
安
二
年
（
一
二
七
九
）
夏
に
『
沙
石
集
』
を
起
稿
し
、
弘
安
六

年
（
一
二
八
三
）
秋
に
脱
稿
し
た
。
起
稿
以
前
か
ら
取
材
し
て
い
た
話
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
み
、
自
分
に
縁
の
あ
る
人
物
や
土
地
の
話
を

多
く
語
り
、
話
好
き
の
性
格
を
垣
間
見
せ
る
ほ
か

一
人
の
僧
と
し
て
、
当
時
の
仏
教
界
、
ひ
い
て
は
世
間
へ
真
剣
に
物
申
し
て
い
る
。
内

容
は
、
伊
勢
参
宮
の
経
験
を
生
か
し
た
神
道
説
話
に
始
ま
り
、
地
蔵
菩
薩
等
の
霊
験
語
、
北
条
泰
時
の
逸
話
、
和
歌
説
話
、
笑
話
、
因
果
応

報
謹
、
遁
世
諌
等
、
実
に
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
。
八
十
七
歳
と
長
命
で
あ
っ
た
無
住
は
、
五
十
八
歳
で
『
沙
石
集
』
を
脱
稿
し
た
後
、
「
沙

石
集
』
と
は
ま
た
趣
を
異
に
す
る
『
雑
談
集
』
『
聖
材
集
』
等
を
執
筆
す
る
一
方
で
、
『
沙
石
集
』
に
も
手
を
加
え
続
け
た
。
そ
れ
は
語
句
の

改
変
と
い
っ
た
簡
単
な
も
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、

文
章
の
改
変
、
説
話
の
改
廃
、
巻
の
入
れ
替
え
等
の
大
が
か
り
な
も
の
で
あ
り
、
特
に
後
半

の
巻
の
改
編
は
著
し
い
。
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現
在
見
ら
れ
る
『
沙
石
集
』
諸
本
は
、
大
き
く
広
本
・
略
本
の
二
系
統
に
分
か
れ
る
の
を
初
め
と
し
、
本
に
よ
っ
て
内
容
・
構
成
の
相
違

が
甚
だ
し
い
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
招
い
た
原
因
は
、
著
者
・
無
住
自
身
に
よ
る
熱
心
な
加
筆
・
訂
正
作
業
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

(I
) 

ま
ず
渡
辺
綱
也
氏
が
『
沙
石
集
』
諸
本
を
全
体
的
に
見
渡
す
ご
研
究
を
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
い
く
つ
か
の
論

こ
れ
ら
の
諸
本
に
つ
い
て
、

考
や
翻
刻
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
多
種
多
様
な
諸
本
を
比
較
検
討
す
る
為
に
は
、
も
っ
と
資
料
が
欲
し
い
と
い
う
の
が
実
感
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
沙
石
集
』
に
は
、
『
金
撰
集
』
や
『
金
玉
集
』
等
、
い
く
つ
か
の
抜
書
本
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
先
頃
、
『
沙
石

集
』
の
抜
き
書
き
を
、
王
な
内
容
と
し
た
、
内
題
も
外
題
も
な
く
小
口
に
「
沙
石
集
」
と
横
書
き
し
て
あ
る
仙
台
市
民
図
書
館
所
蔵
の
一
冊
の

(2
) 

写
本
を
紹
介
し
た
。
こ
の
抜
書
本
の
特
徴
を
生
か
し
、
原
本
の
形
態
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
沙
石
集
』
諸
本
研
究
に
多
少
な
り
と

も
材
料
を
提
供
出
来
な
い
か
試
み
て
み
た
い
。

仙
台
市
民
図
書
館
蔵
『
沙
石
集
』
抜
書
本
の
特
徴

原
本
の
形
態
を
考
察
す
る
前
段
階
と
し
て
、
仙
台
市
民
図
書
館
蔵
本
の
特
徴
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
形
態
上
の
こ
と
を
挙
げ
る

と
、
内
題
・
外
題
・
目
録
・
序
文
・
政
文
と
い
っ
た
形
式
的
な
も
の
は
一
切
な
い
。
話
と
話
の
聞
を
一
行
分
空
け
て
い
る
箇
所
も
あ
れ
ば
空

け
て
い
な
い
箇
所
も
あ
り
、
ま
た
話
と
話
の
聞
を
空
け
る
ぐ
ら
い
な
ら
巻
と
巻
の
聞
を
空
け
て
も
良
さ
そ
う
な
も
の
で
あ
る
が
空
け
て
い
な

い
な
ど
、
全
体
に
統
一
性
が
見
ら
れ
な
い
。
抜
き
出
す
分
量
も
巻
に
よ
っ
て
ば
ら
ば
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
書
き
間
違
え
た
字
を
上
か
ら
書
き

つ
ぶ
し
て
い
る
な
ど
、
雑
な
と
こ
ろ
が
見
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
本
書
は
、
奥
付
に
名
前
の
見
ら
れ
る
照
寛
が
自
分
の
為
の
手
控
え
と
し
て
抜

き
出
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

本
文
の
上
部
余
白
に
は
、
小
さ
な
字
で
表
題
を
付
し
て
あ
る
。
だ
が
、
本
論
の
末
尾
に
あ
る
表
の
如
く
、
話
の
変
わ
り
目
と
な
る
、
表
題
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を
付
し
て
し
か
る
べ
き
箇
所
に
付
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
々
あ
る
。
一
通
り
抜
き
書
き
し
た
後
で
、
ど
こ
に
ど
の
話
が
あ
る
か
分
か
り
に
く

い
為
か
、
後
か
ら
表
題
を
付
し
た
と
い
う
手
順
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
為
に
書
き
落
と
し
が
何
ヶ
所
も
出
来
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。

本
書
の
十
一
丁
裏
に
「
右
ハ
沙
石
集
一
二
ノ
巻
ニ
出
ツ
」
、
二
十
丁
裏
に
「
右
沙
石
集
ノ
三
四
ノ
取
意
也
」
、
三
十
六
丁
表
に
「
右
沙
石
集

五
六
ノ
巻
終
」
、五
十
八
丁
裏
に
「
右
沙
石
集
第
十
取
意
終
リ
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
巻
七
・
巻
八
・
巻
九
か
ら
も
抜
き
書
き
を
し
て
い

る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
の
注
意
書
き
も
な
い
こ
と
か
ら
統
一
性
の
な
さ
を
感
じ
る
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
二
巻
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て

扱
っ
て
い
る
こ
と
よ
り
、

照
寛
の
見
て
い
た
本
は
、
二
巻
ご
と
に
ま
と
め
た
十
巻
五
冊
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
六
十
四
丁
表
の

奥
付
に
「
子
時
享
和
二
戊
年
二
月
彼
岸
会
第
一
日
書
写
之

仙
府
南
鍛
冶
町

（
一
八O
二
）
に
現
在
の
仙
台
市
若
林
区
南
鍛
冶
町
に
あ
っ
た
円
乗
坊
で
抜
き
書
き
を
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

円
乗
坊
照
寛
的
」
と
あ
る
こ
と
よ
り
、
照
寛
が
享
和
二
年

次
に
抜
き
書
き
さ
れ
た
話
の
配
列
を
見
て
い
く
と
、
略
本
系
統
の
『
沙
石
集
』
の
配
列
と
寸
分
違
わ
ず
一
致
し
て
い
る
。
林
凡
舜
本
で
は
、-3-

略
本
の
巻
六
下
が
党
舜
本
の
巻
九
に
当
た
り
、
略
本
の
巻
七
下
と
巻
八
が
党
舜
本
の
巻
七
に
当
た
る
な
ど
、
巻
の
順
番
が
入
れ
替
わ
っ
て
い

る
。
広
本
系
統
を
代
表
す
る
米
沢
本
で
は
、
略
本
の
巻
六
上
の
み
が
米
沢
本
の
巻
六
に
当
た
り
、
略
本
の
巻
六
下
は
米
沢
本
の
巻
七
に
当
た

る
な
ど
、
巻
の
切
れ
目
が
異
な
る
。
従
っ
て
、
「
右
沙
石
集
五
六
ノ
巻
終
」
な
ど
の
注
記
と
一
致
す
る
の
は
略
本
系
統
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、

仙
台
市
民
図
書
館
蔵
本
に
は
広
本
系
統
に
し
か
な
い
話
は
見
ら
れ
な
い
が
、
反
対
に
略
本
系
統
に
し
か
見
ら
れ
な
い
話
は
含
ま
れ
て
い
る
。

原
本
は
明
ら
か
に
略
本
系
統
で
あ
る
。
な
お
、
『
金
撰
集
』
や
『
金
玉
集
』
は
原
本
か
ら
順
番
通
り
に
抜
き
書
き
を
し
た
と
は
考
え
に
く
い

配
列
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
原
本
の
配
列
に
忠
実
に
抜
き
書
き
を
し
て
い
る
点
も
、
仙
台
市
民
図
書
館
蔵
本
の
ひ
と
つ
の
大
き
な
特
徴
と
し

て
挙
げ
ら
れ
よ
、
っ
。

次
に
抜
き
書
き
の
仕
方
の
特
徴
を
挙
げ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら

一
話
を
そ
の
ま
ま
抜
き
出
す
、
或
い
は
抜
き
出
さ
な
い
と
い
う
選
択
(200) 



が
さ
れ
て
い
る
他
、
『
沙
石
集
』
で
は
一
表
題
の
中
に
複
数
の
話
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
、そ
の
中
か
ら
一
部
の
話
を
抜
き
出

す
、
或
い
は
抜
き
出
さ
な
い
と
言
う
選
択
も
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
特
徴
的
な
抜
き
書
き
の
例
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
、
冒
頭
に
「
O
」
を
付
し
て
一
部
を
極
短
く
抜
き
出
す
と
い
う
も
の
が
あ

る

O
光
明
后
宮
ノ
内
裏
ノ
扉
風
ニ
書
玉
へ
ル
ト
也
清
貧
ハ
常
ニ
楽
濁
富
ハ
常
憂
ト

ま
た
、
数
行
、
す
っ
飛
び
飛
ぴ
に
抜
き
出
す
と
い
う
方
法
の
取
ら
れ
た
も
の
も
い
く
つ
か
見
受
け
ら
れ
る
。
他
本
の
本
文
と
比
較
す
る
と
分

か
り
や
す
い
の
で

こ
こ
で
は
仙
台
市
民
図
書
館
蔵
本
の
享
和
二
年
と
い
う
新
し
い
成
立
年
代
を
考
慮
し
、
略
本
系
統
の
中
で
も
比
較
的
刊

行
年
が
新
し
く
、
最
も
多
く
流
通
し
た
貞
享
三
年
版
本
の
本
文
を
挙
げ
る
。
貞
享
三
年
版
本
の
傍
線
部
は
仙
台
市
民
図
書
館
蔵
本
に
は
存
在

し
て
い
な
い
。

慈
悲
ハ
菩
薩
ノ
体
仏
ノ
心
也
少
分
ナ
ル
時
ハ
仁
ト
ィ
、
広
大
ナ
ル
時
ハ
慈
悲
ト
名
ク
此
心
法
界
ノ
衆
生
ヲ
利
ス
心
ナ
ラ
パ
全
ク
菩
薩
ノ

慈
悲
諸
仏
ノ
心
也
観
経
ニ
ハ
仏
心
者
大
慈
悲
是
也
法
花
ニ
ハ
如
来
室
ト
云
球
伽
論
ニ
ハ
菩
薩
ハ
何
ヲ
以
体
ト
ス
ト
問
ハ
、
慈
悲
ヲ
以
体

ト
ス
ト
答
フ
ベ
シ
ト
（
仙
台
市
民
図
書
館
蔵
本
）

慈
悲
ハ
菩
薩
ノ
体
仏
ノ
心
ナ
リ
少
分
ナ
ル
時
ハ
仁
ト
イ
ヒ
広
大
ナ
ル
時
ハ
慈
悲
ト
名
ク
警
ハ
火
ヲ
以
テ
物
ヲ
ヤ
ク
火
ノ
体
ハ
同
シ
ケ
レ

共
小
キ
薪
ヲ
焼
ク
時
ハ
火
ノ
用
少
ナ
シ
大
ナ
ル
薪
ニ
ハ
火
ノ
用
ハ
ゲ
シ
キ
ガ
ゴ
ト
ク
慈
悲
ノ
心
其
境
ノ
セ
パ
キ
時
ハ
療
愛
ト
モ
情
ト
モ

仁
ト
モ
云
ハ
ル
コ
ノ
心
漸
大
ニ
シ
テ
法
界
ノ
衆
生
ヲ
利
ス
ル
心
ナ
ラ
パ
全
ク
菩
薩
ノ
慈
悲
諸
仏
ノ
心
ナ
リ
三
身
仏
性
ノ
中
ノ
因
縁
ノ
種

応
身
ノ
徳
ト
ア
ラ
ハ
ル
観
経
ニ
ハ
仏
心
者
大
慈
悲
心
是
也
ト
云
リ
法
華
一
一
ハ
如
来
室
ト
イ
フ
ハ
一
切
衆
生
ノ
中
ノ
大
慈
悲
心
是
也
ト
云

リ
稔
伽
論
ニ
ハ
菩
薩
ハ
何
ヲ
以
テ
体
ト
ス
ト
間
ハ
ゾ
慈
悲
ヲ
以
テ
体
ト
ス
ト
答
フ
ベ
シ
ト
云
リ
（
貞
享
三
年
版
本
）
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ま
た
、
書
き
出
さ
な
く
て
も
話
の
展
開
に
差
し
支
え
が
な
い
箇
所
や
、
話
の
主
題
か
ら
そ
れ
る
部
分
は
抜
き
出
さ
な
い
と
い
う
方
針
が
と

ら
れ
て
い
る
も
の
も
い
く
つ
か
見
受
け
ら
れ
る
。
例
と
し
て
次
の
話
を
挙
げ
る
。

伊
豆
ノ
山
ニ
浄
土
房
ト
云
学
匠
有
ケ
リ
遁
世
セ
ン
ト
テ
弟
子
ニ
坊
ヲ
譲
リ
テ
山
ノ
岸
ニ
少
キ
庵
室
ヲ
構
テ
後
世
菩
提
ノ
行
怠
ラ
ズ
或
時

長
雨
振
リ
震
動
シ
テ
山
崩
レ
テ
此
庵
室
ヲ
打
埋
ミ
ケ
リ
弟
子
共
憐
レ
ミ
サ
ワ
ギ
責
テ
カ
ハ
ネ
ヲ
取
テ
孝
養
セ
ン
ト
テ
土
ヲ
堀
テ
見
ル
ニ

庵
室
ハ
砕
ケ
テ
跡
方
モ
ナ
シ
浄
土
房
ハ
ッ
、
ガ
ナ
シ
弟
子
ト
モ
余
リ
ノ
事
ニ
嬉
シ
涙
ニ
ナ
キ
ケ
リ
浄
土
一
局
思
入
レ
タ
ル
気
色
ニ
テ
浅
間

敷
損
ヲ
シ
タ
ル
ゾ
ヤ
ト
何
事
ノ
御
損
カ
ア
ル
ヘ
キ
御
命
ノ
ヲ
ハ
ス
ル
コ
ソ
悦
ナ
レ
御
損
ト
ハ
御
庵
室
ノ
事
カ
御
本
尊
ナ
ン
ト
ノ
損
シ
テ

ヲ
ハ
ス
ル
事
欺
ト
云
へ
ハ
其
事
一
一
ハ
非
ス
幼
少
ノ
時
ヨ
リ
観
音
ノ
名
号
ヲ
念
ス
レ
ハ
如
レ
此
ノ
災
難
ヲ
マ
ヌ
カ
レ
ル
事
ト
思
ヒ
ナ
レ
タ

ル
心
ニ
テ
南
無
観
音
ト
一
ト
声
昭
へ
タ
リ
ケ
ル
故
ト
覚
ユ
ル
也
命
ノ
助
リ
ヌ
ル
同
シ
イ
ト
マ
ニ
南
無
阿
弥
陀
仏
ト
唱
へ
テ
往
生
ス
ベ
カ

リ
ケ
ル
ヲ
由
ナ
ク
命
延
テ
浮
世
ニ
存
シ
事
大
キ
ナ
ル
損
ヲ
シ
タ
ル
心
地
ス
ル
也
ト
涙
ヲ
流
シ
ケ
レ
ハ
弟
子
ト
モ
モ
哀
レ
ニ
覚
へ
テ
共
ニ

一
保
ヲ
流
シ
ケ
リ
深
ク
思
入
テ
此
世
一
一
心
ヲ
止
メ
ズ
浄
土
参
リ
ヲ
急
ク
心
ニ
実
ト
ア
リ
ケ
ル
ニ
ソ
浦
山
敷
事
也
（
仙
台
市
民
図
書
館
蔵
本
）

伊
豆
ノ
山
ニ
浄
土
房
ト
云
学
匠
有
ケ
リ
時
ノ
二
和
尚
ナ
リ
一
和
尚
ノ
老
僧
重
病
ヲ
受
テ
カ
ギ
リ
ナ
ル
ヨ
シ
聞
テ
ユ
キ
テ
ト
フ
ラ
ヒ
ケ
レ

パ
一
和
尚
申
ケ
ル
ハ
法
師
ガ
死
セ
ン
事
イ
カ
ニ
ウ
レ
シ
ク
オ
ボ
ス
ラ
ン
ト
イ
フ
思
ハ
ズ
ニ
覚
テ
何
ゴ
ト
ニ
カ
左
様
ノ
心
候
ベ
キ
ト
イ
へ

バ
一
和
尚
ニ
成
リ
給
ハ
ン
ズ
レ
パ
ヨ
ト
イ
ヒ
ケ
ル
別
当
モ
ナ
ク
テ
一
和
尚
ヲ
別
当
ノ
ゴ
ト
ク
思
へ
ル
所
ナ
ル
故
ニ
カ
ク
イ
ヒ
ケ
ル
ヲ
開

テ
モ
ト
ヨ
リ
道
心
ア
ル
僧
ニ
テ
思
ケ
ガ
サ
レ
タ
ル
モ
且
ハ
、
ヅ
カ
シ
ク
覚
テ
コ
ノ
老
僧
ガ
生
ケ
ル
ト
キ
遁
世
シ
テ
見
セ
ン
ト
思
テ
弟
子

三
房
ヲ
譲
リ
テ
山
ノ
キ
シ
ニ
小
キ
庵
室
ヲ
カ
マ
へ
テ
後
世
菩
提
ノ
行
ヲ
コ
タ
ラ
ズ
ア
ル
時
長
雨
フ
リ
震
動
シ
テ
ク
ヅ
レ
テ
此
庵
室
ヲ
サ

ナ
ガ
ラ
打
ウ
ヅ
ミ
テ
ケ
リ
弟
子
共
ア
ハ
テ
サ
ハ
ギ
テ
今
ハ
イ
フ
カ
ヒ
ナ
シ
カ
ハ
ネ
ヲ
ト
リ
テ
孝
養
セ
ン
ト
テ
土
ヲ
ホ
リ
テ
見
ル
ニ
庵
室

ハ
ク
ダ
ケ
テ
ア
ト
カ
タ
ナ
シ
浄
土
房
ハ
ッ
、
ガ
ナ
シ
弟
子
共
ア
マ
リ
ノ
事
一
一
テ
ウ
レ
シ
ナ
キ
ニ
ゾ
ナ
キ
ハ
ル
浄
土
房
思
入
レ
タ
ル
気
色 -5 (198) 



ニ
テ
ア
サ
マ
シ
キ
損
ヲ
取
タ
ル
ゾ
ヤ
御
房
ト
イ
へ
バ
何
事
ノ
御
損
カ
ア
ル
ベ
キ
御
命
ノ
オ
ハ
ス
ル
コ
ソ
悦
ナ
レ
御
損
ト
ハ
御
庵
室
ノ
事

カ
御
本
尊
ナ
ン
ド
ノ
ソ
ン
シ
テ
オ
ハ
ス
ル
事
カ
ト
イ
へ
バ
其
事
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
幼
少
ノ
ト
キ
ヨ
リ
観
音
ノ
名
号
ヲ
念
ス
レ
パ
カ
ク
ノ
ゴ
ト

ク
ノ
災
難
マ
ヌ
カ
ル
ル
事
ト
思
ナ
レ
タ
ル
心
ニ
テ
南
無
観
音
ト
一
声
ト
ナ
ヘ
タ
リ
ケ
ル
故
ト
覚
ユ
ル
イ
ノ
チ
タ
ス
ス
カ
リ
ヌ
ル
同
ジ
イ

ト
マ
ニ
テ
南
無
阿
弥
陀
仏
ト
唱
へ
テ
往
生
ス
ベ
カ
リ
ツ
ル
ヲ
由
ナ
ク
命
ノ
ヒ
テ
ウ
キ
世
ニ
ナ
ガ
ラ
へ
ン
コ
ト
マ
メ
ヤ
カ
ニ
ソ
ン
ヲ
ト
リ

タ
ル
心
地
ス
ト
テ
ナ
ミ
タ
ヲ
ナ
ガ
シ
ケ
レ
ハ
弟
子
共
モ
哀
ニ
覚
テ
涙
ヲ
ナ
ガ
シ
ケ
リ
フ
カ
ク
思
入
テ
コ
ノ
世
ニ
心
ヲ
ト
で
メ
ス
浄
土
へ

マ
イ
ラ
ン
ト
イ
ソ
グ
心
ノ
マ
コ
ト
ア
リ
ケ
ル
コ
ソ
浦
山
シ
ク
覚
ユ
レ

（
貞
享
三
年
版
本
）

仙
台
市
民
図
書
館
蔵
本
で
は
、
傍
線
を
付
し
た
、
伊
豆
の
浄
土
一
房
と
い
う
学
匠
が
遁
世
を
決
意
し
た
経
過
を
描
く
部
分
が
な
い
。
「
伊
豆
ノ

山
ニ
浄
土
房
ト
云
学
匠
有
ケ
リ
」
の
次
に
す
ぐ
遁
世
し
た
と
い
う
話
が
来
る
の
で
唐
突
な
印
象
を
受
け
は
す
る
が
、
話
の
展
開
に
差
し
支
え

が
あ
る
と
い
う
程
の
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
に
話
の
主
眼
は
、
死
に
そ
う
な
目
に
遭
い
な
が
ら
も
無
事
に
生
還
し
た
浄
土
房
が
や
は
り
南
無
阿

弥
陀
仏
と
唱
え
て
往
生
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
語
る
と
こ
ろ
に
あ
る
だ
ろ
う
。

他
に
も
、
単
純
な
目
移
り
に
よ
り
一
部
が
欠
落
し
た
と
思
わ
れ
る
話
も
あ
る
が
、
仙
台
市
民
図
書
館
蔵
本
は
こ
れ
ま
で
に
挙
げ
た
よ
う
な

大
き
く
分
け
て
五
種
の
抜
き
書
き
の
仕
方
を
取
っ
て
い
る
。

仙
台
市
民
図
書
館
蔵
「
沙
石
集
』
抜
書
本
の
原
本
の
形
態
考
察

仙
台
市
民
図
書
館
蔵
本
の
原
本
の
形
態
を
出
来
る
限
り
復
元
し
、
そ
の
特
徴
を
と
ら
え
て
み
た
い
と
思
う
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
略
本

系
統
で
、
二
巻
を
一
冊
に
し
た
欠
巻
の
な
い
十
巻
五
冊
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
。

具
体
的
な
考
察
に
入
る
前
に
、
以
下
に
資
料
と
し
て
仙
台
市
民
図
書
館
蔵
本
と
比
較
す
る
本
の
説
明
を
簡
単
に
し
て
お
き
た
い
。
こ
こ
で
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用
い
る
本
は
い
づ
れ
も
略
本
系
統
の
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
貞
享
三
年
の
版
本
で
あ
る
が
、」
れ
は
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
『
沙
石
集
」
諸
本

の
中
で
も
最
も
流
通
し
た
流
布
本
で
あ
る
。
次
に
岩
瀬
文
庫
本
で
あ
る
が
、
略
本
系
統
の
写
本
の
中
で
も
新
し
い
も
の
で
、渡
辺
綱
也
氏
に

よ
る
と
江
戸
末
期
近
く
の
書
写
で
あ
り
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
流
布
の
版
本
を
写
し
た
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
細
部
の
相
違
が
あ

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
仙
台
市
民
図
書
館
蔵
本
の
成
立
年
代
の
新
し
さ
を
考
慮
し
て
資
料
と
し
て
用
い
た
。
最
後
に
京
都
大
学

附
属
図
書
館
蔵
本
で
あ
る
が
、
反
対
に
現
存
す
る
略
本
系
統
の
写
本
の
中
で
は
、
長
享
三
年
（
一
四
八
九
）
と
い
う
最
古
の
書
写
年
代
を
持

つ
。
他
の
略
本
系
統
の
本
文
が
流
布
本
に
近
い
の
に
対
し
、
全
巻
に
渡
り
相
違
が
甚
だ
し
い
と
言
わ
れ
る
。

ま
ず
は

次
の
四
種
の
本
文
を
比
較
し
て
み
た
い
。

中
頃
伊
豆
ノ
国
ノ
或
処
ノ
地
頭
ニ
若
キ
男
有
ケ
リ
狩
シ
ケ
ル
次
ニ
猿
ヲ
一
匹
生
ケ
取
ニ
シ
テ
是
ヲ
縛
テ
家
ノ
柱
ニ
結
付
ケ
ル
ヲ
彼
母
ノ

尼
公
慈
悲
ア
ル
人
ニ
テ
ア
ラ
イ
ト
オ
シ
難
儀
ニ
有
ン
免
シ
テ
山
へ
ヤ
レ
ト
ィ
、
ケ
レ
ト
モ
家
来
共
主
ノ
心
ヲ
知
テ
恐
テ
是
ヲ
ト
カ
ズ
イ
7-

デ
サ
ラ
バ
我
ト
カ
ン
ト
テ
是
ヲ
解
ユ
ル
シ
テ
山
へ
ヤ
リ
ケ
リ
是
ハ
春
ノ
事
ナ
リ
ケ
ル
ニ
夏
覆
盆
子
ノ
盛
ニ
覆
盆
子
ヲ
柏
ノ
葉
ニ
包
ミ
隙

ヲ
伺
ヒ
此
猿
尼
公
ノ
元
へ
持
来
ル
余
リ
ニ
哀
ニ
思
ヒ
布
袋
ニ
豆
ヲ
入
テ
猿
ニ
ヤ
リ
ケ
リ
其
後
栗
ノ
盛
ニ
先
ノ
布
ノ
袋
へ
栗
ヲ
入
テ
隙
ニ

又
持
来
ル
此
度
ハ
猿
ヲ
ト
ラ
へ
置
テ
子
息
ヲ
呼
テ
此
次
第
ヲ
語
テ
子
々
孫
々
迄
モ
此
処
ニ
猿
ヲ
パ
殺
サ
シ
メ
ジ
ト
テ
起
請
ヲ
書
ケ
若
シ

サ
ラ
ズ
ハ
母
子
ノ
義
ア
ル
へ
カ
ラ
ズ
ト
ィ
、
ケ
レ
ハ
子
息
起
請
ヲ
書
ニ
当
時
迄
モ
此
処
デ
ハ
猿
ヲ
殺
サ
ズ
ト
也
思
ヲ
知
ラ
ザ
ル
者
ハ
畜

類
ニ
モ
劣
レ
リ
近
代
ハ
父
母
ニ
手
向
ヒ
師
匠
ヲ
コ
ロ
シ
悲
敷
濁
世
ノ
有
様
ナ
リ
（
仙
台
市
民
図
書
館
蔵
本
）

中
比
伊
豆
国
ノ
或
所
ノ
地
頭
ニ
若
男
ア
リ
ケ
リ
狩
シ
ケ
ル
ツ
イ
デ
ニ
猿
ヲ
一
匹
イ
ケ
ト
リ
ニ
シ
テ
是
ヲ
シ
パ
リ
テ
家
ノ
柱
ニ
結
付
タ
リ

ケ
ル
ヲ
彼
母
ノ
尼
公
慈
悲
ア
ル
人
ニ
テ
ア
ラ
イ
ト
オ
シ
イ
カ
ニ
ワ
ビ
シ
カ
ル
覧
ア
レ
ト
キ
ユ
ル
シ
テ
山
へ
ヤ
レ
ト
云
へ
ド
モ
郎
等
冠
者
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原
主
ノ
心
ヲ
知
テ
恐
レ
テ
是
ヲ
ト
カ
ズ
イ
デ
サ
ラ
パ
我
ト
カ
ン
ト
テ
是
ヲ
ト
キ
ユ
ル
シ
テ
山
へ
ヤ
リ
ヌ
是
ハ
春
ノ
事
ナ
リ
ケ
ル
ニ
夏
覆



盆
子
ノ
サ
カ
リ
ニ
覆
盆
子
ヲ
柏
ノ
葉
ニ
ッ
、
ミ
テ
隙
ヲ
伺
ヒ
テ
此
猿
尼
公
ニ
ワ
タ
シ
ケ
リ
ア
マ
リ
ニ
ア
ハ
レ
ニ
イ
ト
オ
シ
ク
思
ヒ
テ
布

ノ
袋
二
大
豆
ヲ
入
テ
猿
ニ
ト
ラ
セ
ツ
其
後
栗
ノ
サ
カ
リ
ニ
サ
、
J
I－
－
・
ノ
布
ノ
袋
ニ
栗
ヲ
入
テ
隙
ニ
又
持
テ
来
ル
此
度
ハ
猿
ヲ
ト
ラ
へ
テ
ヲ
キ

テ
子
息
ヲ
ヨ
ビ
テ
此
次
第
ヲ
カ
タ
リ
テ
子
々
孫
々
マ
デ
モ
此
所
ニ
猿
コ
ロ
サ
シ
メ
シ
ト
起
請
ヲ
カ
ケ
モ
シ
サ
ラ
ズ
ハ
母
子
ノ
儀
ア
ル
べ

カ
ラ
ズ
ト
イ
ヒ
タ
マ
シ
ク
誓
状
シ
ケ
レ
パ
子
息
起
請
カ
キ
テ
当
時
マ
デ
モ
此
所
ニ
サ
ル
ヲ
コ
ロ
サ
ヌ
ヨ
シ
或
人
カ
タ
リ
キ
所
ノ
名
マ
デ

ハ
ヵ
、
ズ
マ
シ
テ
人
ト
シ
テ
恩
ヲ
シ
ラ
ザ
ラ
ン
ハ
ゲ
ニ
畜
類
ニ
モ
猶
オ
ト
レ
リ
近
代
ハ
父
母
ヲ
コ
ロ
シ
師
匠
ヲ
コ
ロ
ス
者
聞
へ
侍
リ
カ

ナ
シ
キ
濁
世
ノ
習
ナ
ル
ベ
シ
（
貞
享
三
年
版
本
）

中
比
伊
豆
国
ノ
或
所
ノ
地
頭
ニ
若
男
ア
リ
ケ
リ
狩
シ
ケ
ル
ツ
イ
テ
ニ
猿
ヲ
一
疋
イ
ケ
ド
リ
ニ
シ
テ
是
ヲ
縛
テ
家
ノ
柱
ニ
結
付
タ
リ
ケ
ル

ヲ
彼
母
ノ
尼
公
慈
悲
ア
ル
人
ニ
テ
ア
ラ
イ
ト
オ
シ
イ
カ
ニ
ワ
ビ
シ
カ
ル
覧
ア
レ
ト
キ
ユ
ル
シ
テ
山
へ
ヤ
レ
ト
イ
へ
ト
モ
郎
等
冠
者
原
主

ノ
心
ヲ
知
テ
オ
ソ
レ
テ
是
ヲ
ト
カ
ス
イ
デ
サ
ラ
ハ
我
ト
カ
ン
ト
テ
是
ヲ
ト
キ
ユ
ル
シ
テ
山
へ
ヤ
リ
ヌ
是
ハ
春
ノ
事
ナ
リ
ケ
ル
ニ
夏
覆
盆

子
ノ
サ
カ
リ
覆
盆
子
ヲ
柏
ノ
葉
ニ
ツ
、
ミ
テ
ヒ
マ
ヲ
伺
ヒ
テ
此
猿
尼
公
ニ
ワ
タ
シ
ケ
リ
ア
マ
リ
ニ
ア
ハ
レ
ニ
イ
ト
オ
シ
ク
思
ヒ
テ
布
ノ

袋
二
大
豆
ヲ
入
テ
猿
ニ
ト
ラ
セ
ツ
其
後
粟
ノ
サ
カ
リ
ニ
サ
キ
ノ
布
ノ
袋
ニ
粟
ヲ
入
テ
ヒ
マ
ニ
又
持
チ
来
ル
此
タ
ヒ
ハ
サ
ル
ヲ
ト
ラ
へ
一
ア

ヲ
キ
テ
子
息
ヲ
ヨ
ビ
テ
此
次
第
ヲ
カ
タ
リ
テ
子
々
孫
々
マ
テ
モ
此
所
ニ
猿
コ
ロ
サ
シ
メ
ジ
ト
起
請
ヲ
カ
ケ
モ
シ
サ
ラ
ス
ハ
母
子
ノ
儀
ア

ル
ヘ
カ
ラ
ス
ト
オ
ビ
夕
、
シ
ク
誓
状
シ
ケ
レ
ハ
子
息
起
請
カ
キ
テ
当
時
マ
テ
モ
此
所
ニ
猿
ヲ
コ
ロ
サ
ヌ
ヨ
シ
或
人
カ
タ
リ
キ
所
ノ
名
マ

テ
ハ
ヵ
、
ズ
マ
シ
テ
人
ト
シ
テ
恩
ヲ
シ
ラ
ザ
ラ
ン
ハ
ゲ
ニ
畜
類
ニ
モ
猶
オ
ト
レ
リ
近
代
ハ
父
母
ヲ
コ
ロ
シ
師
匠
ヲ
コ
ロ
ス
物
聞
へ
侍
リ

カ
ナ
シ
キ
濁
世
ノ
ナ
ラ
ヒ
ナ
ル
ベ
シ
（
岩
瀬
文
庫
本
）

中
比
伊
豆
ノ
国
ノ
或
ル
所
ノ
地
頭
ニ
若
キ
男
有
リ
ケ
リ
狩
シ
ケ
ル
次
テ
ニ
猿
ヲ
一
疋
イ
ケ
ド
リ
ニ
シ
テ
是
レ
ヲ
シ
ハ
リ
テ
家
ノ
柱
ニ
ユ

イ
ツ
ケ
タ
リ
ケ
ル
ヲ
彼
ノ
母
ノ
尼
公
慈
悲
有
ル
人
ニ
テ
ア
ラ
イ
ト
ヲ
シ
何
カ
ニ
ワ
ビ
シ
カ
ル
ラ
ン
ト
テ
ア
レ
ト
キ
許
シ
テ
山
へ
ヤ
レ
ト
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云
へ
ト
モ
郎
等
冠
者
原
主
ノ
心
ヲ
知
テ
恐
テ
是
ヲ
ト
カ
ズ
イ
デ
サ
ラ
ハ
我
レ
ト
カ
ン
ト
テ
是
ヲ
ト
キ
許
シ
テ
山
へ
ヤ
リ
ヌ
是
ハ
春
ノ
事

也
ケ
ル
ニ
夏
覆
盆
子
ノ
サ
カ
リ
ニ
イ
チ
コ
ヲ
柏
ノ
葉
ニ
ッ
、
ミ
テ
ヒ
マ
ヲ
伺
ヒ
テ
此
ノ
猿
尼
公
ニ
ワ
タ
シ
ケ
リ
ア
マ
リ
ニ
哀
ニ
糸
惜
ク

思
テ
布
袋
二
大
豆
ヲ
入
テ
猿
ニ
ト
ラ
セ
ツ
其
後
チ
栗
ノ
サ
カ
リ
ニ
先
ノ
布
袋
二
栗
ヲ
入
テ
ヒ
マ
ニ
又
持
テ
来
ル
此
ノ
度
ハ
猿
ヲ
ト
、
メ

テ
ヲ
キ
テ
子
息
ヲ
呼
テ
此
ノ
次
第
ヲ
カ
タ
リ
テ
子
々
孫
々
マ
テ
モ
猿
殺
サ
ジ
ト
起
請
ヲ
カ
ケ
若
シ
サ
ラ
ズ
ハ
母
子
ル
此
タ
ヒ
ハ
サ
ル
ヲ

ト
ラ
へ
テ
ヲ
キ
テ
子
息
ヲ
ヨ
ヒ
テ
此
ノ
次
第
ヲ
カ
タ
リ
テ
子
々
孫
々
マ
テ
モ
猿
殺
サ
ジ
ト
起
請
ヲ
カ
ケ
若
シ
サ
ラ
ズ
ハ
母
子
ノ
儀
有
ル

ヘ
カ
ラ
ズ
ト
ヲ
ビ
夕
、
シ
ク
誓
状
シ
ケ
レ
ハ
子
息
起
請
カ
キ
テ
当
時
マ
テ
モ
彼
ノ
所
ニ
猿
ヲ
殺
サ
ヌ
由
シ
或
人
カ
タ
リ
申
キ
所
ノ
名
マ

テ
ハ
承
ラ
ス
マ
シ
テ
人
ト
シ
テ
思
ヲ
知
ラ
ザ
ラ
ン
ハ
ゲ
ニ
畜
類
ニ
モ
猶
ヲ
ト
レ
リ
近
代
ハ
父
母
ヲ
殺
シ
師
匠
ヲ
殺
ス
物
聞
へ
侍
リ
悲
キ

濁
世
ノ
ナ
ラ
ヒ
ナ
ル
へ
シ
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
）

一
見
し
て
分
か
る
こ
と
だ
が
、
話
の
骨
格
は
ど
の
本
文
で
も
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
仙
台
市
民
図
書
館
蔵
本
と
貞
享
三
年
版
本
・
岩
瀬
文
庫

本
・
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
と
を
比
較
す
る
と
、

明
ら
か
に
仙
台
市
民
図
書
館
蔵
本
と
他
三
種
の
本
文
と
の
相
違
が
目
立
つ
。
こ
れ
は

こ
の
話
に
限
ら
ず
、
仙
台
市
民
図
書
館
蔵
本
に
収
録
さ
れ
て
い
る
話
全
般
に
渡
っ
て
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
。
ま
た
、
従
来
他
の
略
本
と
比

較
す
る
と
全
巻
に
渡
っ
て
相
違
が
目
立
つ
と
言
わ
れ
て
い
た
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
も
、
仙
台
市
民
図
書
館
蔵
本
と
比
較
し
た
場
合
に

は
、
そ
の
本
文
は
む
し
ろ
他
の
略
本
系
統
の
本
文
に
近
い
と
言
え
る
。
次
に
、

ま
た
四
種
の
本
文
を
比
較
し
た
い
。

昔
漢
土
ニ
国
王
有
テ
天
下
ノ
智
者
ヲ
試
ン
ト
テ
百
人
ノ
高
僧
ヲ
内
裏
へ
請
シ
テ
武
士
ヲ
数
百
騎
隠
シ
置
テ
百
僧
ヲ
俄
ニ
殺
害
ス
ヘ
キ
体

ニ
カ
コ
ミ
ケ
レ
ハ
皆
ア
ハ
テ
サ
ワ
ギ
テ
四
方
へ
逃
去
ル
ニ
一
人
ノ
僧
少
モ
サ
ハ
ガ
ス
シ
テ
俄
然
ト
シ
テ
座
ス
事
ノ
色
バ
カ
リ
ニ
テ
ヤ
ミ

ヌ
王
此
僧
ニ
間
玉
フ
ハ
余
ノ
僧
ハ
皆
恐
レ
サ
ル
和
尚
一
人
何
ゾ
恐
レ
ザ
ル
ト
僧
ノ
日
生
レ
ル
ヨ
リ
念
々
ニ
死
ス
何
ゾ
始
テ
驚
ン
ト
愛
ニ

王
此
僧
ハ
智
者
也
ト
テ
崇
テ
国
師
ト
セ
ラ
レ
ケ
リ
生
ノ
始
ヨ
リ
死
ノ
来
ル
事
ヲ
知
ラ
ス
何
ゾ
敢
テ
無
常
ノ
死
ヲ
恐
レ
ザ
ラ
ン
（
仙
台
市

-9-(194) 



民
図
書
館
蔵
本
）

昔
漢
土
ニ
国
王
ア
リ
テ
天
下
ノ
智
者
ヲ
試
ミ
ン
ト
テ
百
人
ノ
高
僧
ヲ
内
裏
へ
請
シ
テ
武
士
ヲ
数
百
騎
カ
ク
シ
ヲ
キ
テ
百
僧
ヲ
俄
ニ
殺
害

ス
ヘ
キ
体
ニ
テ
カ
コ
ミ
ケ
レ
ハ
皆
ア
ハ
テ
サ
ワ
ギ
テ
四
方
へ
ニ
ゲ
サ
ル
ニ
一
人
ノ
僧
少
モ
サ
ワ
ガ
ズ
シ
テ
綴
然
ト
シ
テ
坐
ス
サ
テ
事
ノ

色
計
二
テ
ヤ
ミ
ヌ
王
此
僧
ニ
問
ハ
ク
余
ノ
僧
ミ
ナ
恐
レ
去
ル
和
尚
一
人
何
ゾ
恐
レ
サ
ル
ト
僧
ノ
イ
ハ
ク
生
ル
、
ヨ
リ
念
々
ニ
死
ス
何
ゾ

始
テ
ヲ
ド
ロ
カ
ン
ト
愛
ニ
王
此
僧
ヲ
智
者
也
ト
テ
ア
ガ
メ
テ
国
師
ト
セ
ラ
レ
ケ
リ
我
等
ガ
無
始
ノ
妄
想
顛
倒
ノ
愚
ナ
ル
心
ニ
ハ
此
身
モ

依
報
ノ
山
河
大
地
屋
宅
什
物
モ
昔
ノ
物
カ
ワ
ラ
メ
ト
思
へ
ド
モ
利
那
々
々
ニ
生
滅
シ
テ
先
ノ
物
ハ
滅
シ
テ
新
シ
ク
生
ズ
ル
ナ
リ
業
因
縁

ニ
ヨ
リ
テ
相
続
シ
テ
有
ベ
キ
程
ア
リ
テ
ツ
ク
ベ
キ
時
ハ
尽
ル
ナ
リ
油
ノ
ア
ル
ホ
ド
灯
ハ
ア
レ
ド
モ
利
那
々
々
ニ
火
消
テ
ア
ブ
ラ
ノ
力
ニ

テ
又
生
シ
又
生
シ
ッ
ク
ナ
リ
水
ノ
流
モ
同
シ
有
ニ
似
タ
レ
ト
モ
本
ノ
水
ハ
暫
モ
ト
マ
マ
ラ
ザ
ル
ガ
如
シ
サ
レ
パ
孔
子
ノ
言
ニ
モ
我
終
日

ス
ニ
腎
ヲ
交
タ
ル
ホ
ト
顔
回
ガ
新
ナ
ル
身
ヲ
見
ル
ト
云
ナ
リ
古
人
云
紅
顔
自
在
一
一
童
子
ノ
時
一
白
髪
今
在
一
一
老
体
ノ
身
一
一
云
テ
若
、

J
I－
－
・
時
ノ

色
形
ハ
其
ノ
時
失
ヌ
老
体
ノ
身
ハ
今
新
タ
ニ
ヱ
タ
リ
（
貞
享
三
年
刊
本
）

昔
、
ン
漢
土
ニ
国
王
ア
テ
天
下
ノ
智
者
ヲ
試
ミ
ン
ト
テ
百
人
ノ
高
僧
ヲ
内
裏
エ
請
シ
テ
武
士
ヲ
数
百
騎
カ
ク
シ
ヲ
キ
テ
百
僧
ヲ
俄
ニ
殺
害

ス
ヘ
キ
体
ニ
テ
カ
コ
ミ
ケ
レ
ハ
ミ
ナ
ア
ワ
テ
サ
ワ
キ
テ
四
方
へ
ニ
ケ
サ
ル
ニ
一
人
ノ
僧
少
モ
サ
ワ
カ
ス
シ
テ
憾
然
ト
シ
テ
坐
ス
サ
テ
事

ノ
色
計
ニ
テ
ヤ
ミ
ヌ
王
此
僧
ニ
問
ハ
ク
余
ノ
僧
ミ
ナ
恐
レ
去
ル
和
尚
一
人
何
ソ
恐
レ
サ
ル
ト
僧
ノ
云
ク
生
ル
、
ヨ
リ
念
々
ニ
死
ス
何
ソ

始
テ
ヲ
ト
ロ
カ
ン
ト
愛
ニ
王
此
僧
ヲ
智
者
也
ト
テ
ア
カ
メ
テ
国
師
ト
セ
ラ
レ
ケ
リ
我
等
カ
無
始
ノ
妄
想
顛
倒
ノ
愚
ナ
ル
心
ニ
ハ
此
身
モ

依
報
ノ
山
河
大
地
屋
宅
什
物
モ
昔
ノ
物
カ
ワ
ラ
ヌ
ト
思
へ
ト
モ
利
那
々
々
ニ
生
滅
シ
テ
先
ノ
物
ハ
滅
シ
テ
新
シ
ク
生
ス
ル
也
業
因
縁
ニ

ヨ
リ
テ
相
続
シ
テ
有
ヘ
キ
程
ア
リ
テ
ツ
ク
ヘ
キ
時
ハ
尽
ル
ナ
リ
油
ノ
ア
ル
ホ
ト
灯
ハ
ア
レ
ト
モ
利
那
々
々
ニ
火
消
テ
油
ノ
力
ニ
テ
又
生

シ
又
生
シ
ツ
グ
ナ
リ
水
ノ
流
モ
同
シ
有
ニ
似
タ
レ
ト
モ
本
ノ
水
ハ
暫
モ
ト
、
マ
ラ
サ
ル
カ
知
シ
サ
レ
ハ
孔
子
ノ
言
ニ
モ
我
終
日
ス
ニ
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交
一
一
タ
ル
ホ
ト
腎
寸
見
オ
顔
回
ヵ
新
ナ
→
ヲ
云
フ
心
ハ
念
々
ニ
先
ノ
身
ハ
滅
ス
ル
故
ニ
顔
回
カ
新
ナ
ル
身
ヲ
見
ル
ト
云
ナ
リ
古
人
云
紅
顔
ハ
自
ラ

在
］
童
子
ノ
時
一
一
白
髪
ハ
今
在

J
1老
体
ノ
身
一
一
一
云
テ
若
キ
時
ノ
色
形
ハ
其
ノ
時
失
ヌ
老
体
ノ
身
ハ
今
新
タ
ニ
エ
タ
リ
（
岩
瀬
文
庫
本
）

昔
、
ン
漢
土
ニ
国
王
ア
リ
テ
天
下
ノ
智
者
ヲ
試
ミ
ン
ト
テ
百
人
ノ
高
僧
ヲ
内
裏
へ
請
シ
テ
武
士
ヲ
数
百
騎
カ
ク
シ
ヲ
キ
テ
百
僧
ヲ
俄
ニ
殺

害
ス
ヘ
キ
体
ニ
テ
カ
コ
ミ
ケ
レ
ハ
皆
ナ
ア
ハ
テ
サ
ワ
キ
テ
四
方
へ
ニ
ケ
サ
ル
ニ
一
人
ノ
僧
ス
コ
シ
モ
サ
ワ
カ
ス
シ
テ
徹
然
ト
シ
テ
坐
ス

サ
テ
事
ノ
色
計
リ
ニ
テ
ヤ
ミ
ヌ
王
此
ノ
僧
ニ
問
給
ハ
ク
余
ノ
僧
ハ
皆
ナ
恐
レ
去
ル
ニ
和
尚
一
人
何
ソ
不
山
恐
ト
僧
ノ
云
ク
生
ル
、
ヨ
リ

念
々
ニ
死
ス
何
ソ
初
テ
驚
カ
ン
ト
コ
、
ニ
王
此
ノ
僧
ヲ
智
者
也
ト
テ
ア
ガ
メ
テ
国
師
ト
セ
ラ
レ
ケ
リ
我
等
カ
無
始
ノ
妄
想
顛
倒
ノ
愚
ナ

ル
縁
ニ
ヨ
リ
テ
相
続
シ
テ
可
吋
有
ル
程
有
テ
可
吋
尽
ク
時
ハ
尽
ル
也
油
ノ
有
ル
程
灯
ハ
有
レ
ト
モ
利
那
々
々
ニ
火
キ
エ
テ
油
ノ
力
ニ
テ
又

生
々
ツ
ク
也
水
ノ
流
レ
モ
同
シ
有
ル
ニ
似
タ
レ
ト
モ
暫
モ
ト
、
マ
ラ
ザ
ル
カ
如
シ
サ
レ
ハ
孔
子
ノ
言
ニ
モ
我
レ
終
日
ニ
交
け
腎
ヲ
見
ル
ト

顔
、
回
ヵ
新Jノ
ナ
ル
ヲ
云
リ
心
ハ
念
々
ニ
先
ノ
身
ハ
滅
ス
ル
故
ニ
顔
回
カ
新
タ
ナ
ル
身
ヲ
見
ト
云
也
古
人
ノ
云
ク
紅
顔
ハ
自
有
リ
童
子
ノ
時
一
一
白

髪
ハ
今
有
リ
老
体
ノ
身
一
一
云
ト
テ
若
キ
時
ノ
色
形
ハ
其
ノ
時
失
ヌ
老
体
ノ
身
ハ
今
ア
ラ
タ
ニ
得
タ
リ
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
）

出
だ
し
の
部
分
は
、
微
細
な
用
語
の
違
い
を
除
け
ば
特
に
目
立
っ
た
本
文
上
の
相
違
は
な
い
。
だ
が
、
傍
線
を
引
い
た
仙
台
市
民
図
書
館
蔵

本
の
本
文
「
生
ノ
始
ヨ
リ
死
ノ
来
ル
事
ヲ
知
ラ
ス
何
ゾ
敢
テ
無
常
ノ
死
ヲ
恐
レ
ザ
ラ
ン
」
は
他
三
種
の
本
文
に
は
見
ら
れ
ず
、
同
じ
箇
所
に

は
も
っ
と
長
い
別
の
文
が
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
仙
台
市
民
図
書
館
蔵
本
と
他
の
本
文
を
比
較
し
た
際
の
相
違
点
は
、
仙
台
市
民
図
書
館
蔵
本
の
原
本
に
お
い
て

既
に
発
生
し
て
い
た
こ
と
な
の
か
、
あ
る
い
は
、
仙
台
市
民
図
書
館
蔵
本
を
記
し
た
照
寛
が
抜
き
書
き
を
し
た
際
に
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
な
の
か
と
い
う
点
が
非
常
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
く
る
。

こ
の
問
題
を
解
く
手
が
か
り
に
な
る
本
文
が
仙
台
市
民
図
書
館
蔵
本
の
中
に
見
ら
れ
る
。

-11 (192) 



大
論
ニ
日
臨
終
ノ
一
念
ハ
百
念
ノ
業
一
一
ス
ク
レ
タ
リ
ト
イ
へ
リ
阿
香
陀
王
ト
一
五
シ
国
王
ハ
善
人
ニ
テ
在
シ
ケ
ル
カ
臨
終
ノ
時
看
病
ノ
者

扇
ヲ
顔
ニ
落
シ
ケ
ル
ヲ
膿
意
ヲ
発
シ
テ
死
シ
テ
大
蛇
ニ
生
レ
テ
迦
栴
延
ニ
逢
テ
此
由
ヲ
語
リ
ケ
リ
一
生
五
戒
ヲ
持
セ
ル
優
婆
塞
臨
終
ニ

妻
ヲ
憐
ム
愛
習
在
ケ
ル
ガ
妻
カ
鼻
ノ
中
ノ
虫
ニ
生
レ
タ
リ
又
一
生
ノ
悪
人
モ
臨
終
ニ
口
口
口
ニ
逢
テ
勇
猛
ニ
念
仏
シ
テ
往
生
ス
ル
事
観

経
下
品
下
生
ノ
如
シ
此
故
ニ
臨
終
正
念
ヲ
祈
ル
事
也

三
行
目
に
「
口
口
口
」
と
あ
る
。
他
の
諸
本
に
よ
る
と
こ
こ
に
は
「
善
知
識
」
と
い
う
言
葉
が
入
る
は
ず
で
あ
る
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
読

め
な
か
っ
た
ら
し
い
。
読
め
た
時
点
で
後
か
ら
書
き
加
え
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
か
、
せ
め
て
こ
こ
に
三
文
字
の
言
葉
が
入
る
こ
と
を
示
し
た

か
っ
た
の
か
、

ど
う
し
て
も
こ
の
三
文
字
を
読
み
解
く
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
照
寛
の
苦
心
の
跡
が
伺
え
る
。
ま
た
、
次
の
三
例
も
同
様
の

例
で
あ
る
。

① 

又
古
へ
性
蓮
坊
ト
云
上
人
母
ノ
骨
ヲ
以
テ
高
野
へ
収
メ
ニ
参
ケ
ル
回
一
一
人
皆
此
事
ヲ
知
テ
宿
カ
ス
者
ナ
シ
（
後
略
）

② 

武
州
ニ
ユ
タ
カ
ナ
ル
地
頭
ア
リ
前
世
ノ
因
縁
ニ
ヤ
福
徳
ノ
ア
ル
ウ
へ
慈
悲
深
ク
芳
心
ア
ル
人
也
近
処
ノ
地
頭
不
如
意
ニ
シ
テ
所
領
年
々

ニ
ウ
リ
ケ
ル
ヲ
度
々
ニ
皆
買
ト
リ
ケ
リ
扱
彼
地
頭
次
第
三
震
へ
終
ニ
身
マ
カ
リ
ケ
リ
唯
一
リ
有
ケ
ル
咽
圃
息
子
財
宝
モ
処
領
モ
ナ
ケ
レ

ハ
譲
ル
者
モ
ナ
ク
マ
ド
ヒ
者
ニ
ナ
リ
一
門
広
キ
者
ナ
レ
ハ
愛
彼
コ
ア
ル
キ
テ
命
ヲ
ツ
ナ
ギ
ケ
リ
（
後
略
）

③ 

下
総
国
ニ
或
者
ノ
妻
十
二
三
計
ナ
ル
継
女
ヲ
大
ナ
ル
沼
ノ
辺
リ
へ
具
シ
テ
往
テ
此
沼
ノ
主
ニ
申
此
女
ヲ
参
セ
テ
聾
ニ
シ
参
ラ
セ
ン
ト

度
々
云
ケ
リ
或
時
世
間
ス
サ
マ
ジ
ク
風
吹
空
曇
レ
ル
時
又
例
ノ
様
ニ
云
ケ
リ
此
娘
珠
ニ
恐
敷
身
ノ
毛
モ
弥
立
ツ
沼
ノ
水
浪
立
風
ア
ラ
ク

シ
テ
見
へ
ケ
レ
ハ
急
キ
家
へ
帰
ル
ニ
物
ノ
追
心
地
シ
一
ケ
レ
ハ
急
キ
家
へ
帰
ル
一
十
ナ
ン
ト
云
計
ナ
シ
（
後
略
）

こ
れ
ら
の
三
例
は
、
照
寛
が
初
め
に
抜
き
書
き
を
し
た
段
階
で
は
読
め
な
か
っ
た
の
で
、
と
り
あ
え
ず
「
口
」
で
読
め
な
か
っ
た
字
の
ス
ペ

ー
ス
を
と
っ
て
お
き
、
読
め
た
時
点
で
書
き
加
え
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
例
に
よ
る
と
、照
寛
は
抜
き
書
き
と
い
う
行
為
を
行
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つ
て
は
い
る
が
、
そ
の
際
に
は
原
本
か
ら
忠
実
に
書
き
抜
こ
う
と
し
て
い
た
姿
勢
が
伺
え
る
。

ま
た

次
の
話
は
注
目
に
値
す
る
。

鎌
倉
ニ
或
武
士
二
人
地
蔵
ヲ
信
シ
テ
倶
ニ
崇
メ
供
養
シ
ケ
リ
一
人
ハ
貧
シ
カ
リ
ケ
レ
ハ
古
キ
地
蔵
ノ
相
好
モ
ヨ
ゴ
レ
タ
ル
ヲ
花
香
ヲ

サ
、
ゲ
尊
ビ
ケ
リ
一
人
ハ
世
間
ユ
タ
カ
ナ
リ
シ
ユ
へ
新
敷
造
立
シ
テ
厨
子
ナ
ン
ド
美
麗
ニ
シ
タ
テ
、
崇
メ
供
養
シ
ケ
リ
此
人

先
ノ
地
蔵
ハ
貧
シ
キ
時
求
メ
タ
レ
パ
ト
テ
傍
ニ
打
置
テ
供
養
モ
セ
ザ
リ
ケ
ル
時
夢
二
此
地
蔵
物
怨
ミ
タ
ル
気
色
ニ
テ

世
を
救
ふ
心
は
我
も
あ
る
も
の
を
仮
り
の
姿
は
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
と
カ
ク
詠
ジ
玉
フ
ト
見
テ
驚
キ
一
ツ
ノ
厨
子
ヲ
安
置
シ
同
様
ニ
貴
ヒ

ケ
リ
ト
也
（
仙
台
市
民
図
書
館
蔵
本
）

鎌
倉
ニ
或
武
士
二
人
知
音
也
ケ
ル
ガ
地
蔵
ヲ
信
シ
テ
倶
ニ
ア
ガ
メ
供
養
シ
ケ
リ
一
人
ハ
世
間
貧
シ
カ
リ
ケ
レ
バ
ブ
ル
、
J
I－
－
地
蔵
ノ
相
好
モ-13-

ト
、
ノ
ヲ
ラ
ヌ
ヲ
花
香
奉
テ
ア
ガ
メ
ケ
ル
一
人
ハ
世
間
ユ
タ
カ
ナ
リ
ケ
レ
パ
イ
ミ
シ
ク
造
立
シ
テ
厨
子
ナ
ン
ド
美
麗
ニ
シ
タ
テ
、
ア
ガ

メ
供
養
シ
ケ
リ
此
人
サ
、J
I－
－
ダ
チ
テ
世
ヲ
ハ
ヤ
ク
シ
ケ
ル
時
マ
ヅ
シ
キ
知
音
ニ
地
蔵
ヲ
信
ズ
ル
人
ナ
レ
バ
ト
テ
本
尊
ヲ
ユ
ツ
リ
ケ
リ
悦
テ

今
ノ
本
尊
ヲ
ア
ガ
メ
供
養
シ
テ
年
コ
ロ
ノ
フ
ル
地
蔵
ヲ
バ
カ
タ
ハ
ラ
ニ
ウ
チ
ヲ
キ
テ
供
養
モ
セ
ザ
リ
ケ
リ
或
時
夢
ニ
此
地
蔵
物
ウ
ラ
ミ

タ
ル
気
色
ニ
テ

世
ヲ
ス
ク
フ
心
ハ
我
モ
有
ル
モ
ノ
ヲ
カ
リ
ノ
ス
ガ
タ
ハ
サ
モ
ア
ラ
バ
ア
レ

カ
ク
ウ
チ
ナ
ガ
メ
給
ト
見
テ
オ
ト
ロ
キ
サ
ワ
ギ
テ
一
ツ
厨
子
ニ
安
置
シ
テ
同
ク
供
養
ヲ
ノ
ベ
ケ
ル
ト
ゾ
（
貞
享
三
年
版
本
）

鎌
倉
ニ
或
武
士
二
人
知
音
ア
リ
ケ
ル
カ
地
蔵
ノ
相
好
モ
調
ラ
ヌ
ヲ
華
香
ヲ
備
テ
崇
メ
ケ
ル
一
人
ハ
世
間
ユ
タ
カ
ナ
リ
ケ
レ
ハ
イ
ミ
シ
ク

造
立
シ
テ
厨
子
ナ
ン
ト
美
麗
ニ
シ
テ
崇
メ
供
養
シ
ケ
リ
此
人
先
立
テ
世
ヲ
早
ク
シ
ケ
ル
時
貧
キ
知
音
ニ
地
蔵
ヲ
信
ス
ル
人
ナ
レ
ハ
ト
テ

本
尊
ヲ
ユ
ツ
リ
テ
ケ
リ
悦
テ
今
ノ
本
尊
ヲ
崇
メ
供
養
シ
テ
年
来
ノ
古
キ
地
蔵
ヲ
ハ
傍
ニ
打
置
テ
供
養
モ
セ
サ
リ
ケ
リ
或
時
夢
ニ
此
地
蔵
(190) 



物
ウ
ラ
ミ
タ
ル
気
色
ニ
テ
世
ヲ
ス
ク
フ
心
ハ
我
モ
ア
ル
モ
ノ
ヲ
カ
リ
ノ
ス
カ
タ
ハ
サ
モ
ア
ラ
ハ
ア
レ
カ
ク
打
詠
玉
フ
ト
見
テ
驚
テ
厨
子

一
安
置
シ
テ
同
ク
供
養
ヲ
ノ
へ
ケ
ル
ト
ソ
（
岩
瀬
文
庫
本
）

鎌
倉
ニ
有
ル
武
士
二
人
知
音
ナ
リ
ケ
リ
地
蔵
ヲ
信
シ
テ
ト
モ
ニ
ア
カ
メ
供
養
シ
ケ
リ
一
人
ハ
世
間
貧
カ
リ
ケ
レ
ハ
古
キ
地
蔵
ノ
相
好
モ

調
ヲ
ラ
ヌ
ヲ
ゾ
花
香
供
シ
奉
テ
ア
カ
メ
ケ
ル
一
人
ハ
世
間
ユ
タ
カ
ナ
リ
ケ
レ
ハ
イ
ミ
シ
ク
造
立
シ
テ
厨
子
ナ
ン
ト
美
麗
ニ
シ
タ
テ
、
ァ

カ
メ
供
養
シ
ケ
リ
此
人
先
立
テ
世
ヲ
早
シ
ケ
ル
時
貧
キ
知
音
ニ
地
蔵
ヲ
信
ス
ル
人
ナ
レ
ハ
ト
テ
本
尊
ヲ
譲
ケ
リ
悦
テ
今
ノ
本
尊
ヲ
ア
カ

メ
供
養
シ
テ
年
比
ノ
古
地
蔵
ヲ
ハ
カ
タ
ワ
ラ
ニ
打
置
テ
供
養
モ
セ
サ
リ
ケ
リ
有
ル
時
夢
二
此
地
蔵
ノ
物
ウ
ラ
ミ
タ
ル
気
色
ニ
テ

世
ヲ
ス
ク
ウ
心
ハ
我
モ
ア
ル
物
ヲ
カ
リ
ノ
姿
ハ
サ
モ
ア
ラ
ハ
ア
レ

カ
ク
打
詠
給
ト
見
テ
驚
キ
サ
ハ
、J
I－
－
‘
一
ノ
厨
子
ニ
安
置
シ
テ
同
ク
供
養
ヲ
ノ
へ
ケ
ル
ト
ソ
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
）

こ
の
話
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
に
地
蔵
を
信
じ
る
武
士
が
二
入
居
て
、
一
人
は
貧
し
い
の
で
古
く
汚
れ
た
地
蔵
を
供
養
し
て
お
り
、
も
う
一
人

は
裕
福
な
の
で
立
派
な
地
蔵
を
供
養
し
て
い
た
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
諸
本
を
通
じ
て
同
じ
内
容
で
あ
り
、
結
末
も
古
い
地
蔵
が
供
養
を
し

な
く
な
っ
た
武
士
を
歌
に
よ
っ
て
諌
め
る
と
い
う
同
じ
内
容
で
あ
る
が
、

そ
の
聞
の
展
開
が
仙
台
市
民
図
書
館
蔵
本
と
そ
の
他
の
諸
本
と
で

は
異
な
る
。
そ
の
他
の
諸
本
で
は
、
裕
福
な
武
士
が
亡
く
な
る
時
に
自
分
の
地
蔵
を
貧
し
い
武
士
に
託
し
た
と
こ
ろ
、
貧
し
い
武
士
は
も
と

も
と
持
っ
て
い
た
地
蔵
に
は
見
向
き
も
し
な
く
な
り
、
貰
っ
た
地
蔵
の
供
養
ば
か
り
を
し
て
い
た
と
い
う
内
容
に
な
る
。だ
が
、
仙
台
市
民

図
書
館
蔵
本
で
は
、
貧
し
い
武
士
は
最
初
に
登
場
し
た
だ
け
で
話
の
展
開
に
は
全
く
関
知
せ
ず
、
豊
か
な
武
士
が
貧
し
か
っ
た
時
に
手
に
入

れ
た
地
蔵
の
供
養
を
し
な
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
内
容
と
し
て
読
め
て
し
ま
う
。
仙
台
市
民
図
書
館
蔵
本
に
は
傍
線
を
付
し
た
「
貧
、
J
I－
－
知
音

ニ
地
蔵
ヲ
信
ス
ル
人
ナ
レ
ハ
ト
テ
本
尊
ヲ
譲
ケ
リ
悦
テ
今
ノ
本
尊
ヲ
ア
カ
メ
供
養
シ
テ
」
と
い
う
部
分
が
な
い
の
で
、
脱
文
に
よ
っ
て
話
の

内
容
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
見
る
こ
と
も
出
来
そ
う
で
あ
る
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
、
仙
台
市
民
図
書
館
蔵
本
の
「
先
ノ
地
蔵
ハ
貧
シ
キ
時
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求
メ
タ
レ
バ
ト
テ
」
と
い
う
文
と
、
そ
の
他
の
諸
本
の
「
先
立
テ
世
ヲ
早
シ
ケ
ル
時
」
と
い
う
文
の
相
違
は
説
明
出
来
な
い
。
ま
た
、
次
の

話
も
注
目
に
値
す
る
。

源
信
和
尚
往
生
ノ
事
心
一
克
ナ
ク
思
テ
辻
占
ヲ
問
ン
ト
テ
四
ツ
塚
ノ
辺
ニ
テ
少
シ
高
キ
処
ニ
立
テ
居
玉
へ
ハ
雨
振
リ
道
悪
敷
ニ
老
翁
ノ
薪

仏
ニ
近
付
ナ
ケ
レ
ハ

木
ヲ
取
テ
来
ル
ア
リ
彼
レ
ニ
往
生
ス
ヘ
キ
ヤ
ト
尋
ネ
玉
フ
ニ
我
ハ
知
ラ
ズ
ト
云
又
明
日
モ
雨
振
ル
へ
シ
ト
云
僧
都
是
ヲ
聞
テ
汝
ハ
龍
神

ニ
近
付
ア
ル
ヤ
ト
問
玉
フ
ニ
サ
レ
ハ
愛
宕
ト
高
尾
ノ
峯
へ
雲
掛
レ
ハ
決
定
振
ル
事
ヲ
タ
メ
シ
雲
ナ
ケ
レ
ハ
晴
天
ト
タ
メ
シ
置
也
ト
答
へ

ケ
リ
僧
都
是
ヲ
聞
テ
然
ハ
往
生
モ
決
定
ト
思
へ
ハ
決
定
不
定
ト
思
へ
ハ
不
定
ナ
ル
へ
シ
ト
思
テ
疑
心
晴
玉
ヒ
往
生
要
集
ヲ
選
テ
唐
朝
迄

名
ヲ
弘
メ
目
出
度
往
生
遂
ケ
リ
（
仙
台
市
民
図
書
館
蔵
本
）

恵
心
僧
都
モ
往
生
ノ
事
心
モ
ト
ナ
ク
覚
テ
道
占
ナ
ハ
ン
ト
テ
作
道
四
塚
ノ
辺
ニ
テ
少
シ
高
キ
所
ニ
立
テ
見
給
へ
ハ
雨
フ
リ
道
ア
シ
、

J
I－
－
ニ

老
翁
ノ
ス
ベ
リ
／
［
＼
ア
ユ
ミ
キ
テ
僧
都
ノ
立
給
へ
ル
所
ニ
テ
ハ
ヤ
極
楽
へ
参
リ
タ
リ
ト
云
ケ
ル
サ
テ
コ
ソ
往
生
ハ
サ
リ
ト
モ
ト
タ
ノ
モ

シ
ク
思
ハ
レ
ケ
レ
往
生
要
集
選
シ
テ
唐
朝
マ
テ
名
ヲ
ホ
ド
コ
シ
日
出
キ
往
生
人
ナ
リ
（
貞
享
三
年
版
本
）

恵
心
ノ
僧
都
モ
往
生
ノ
事
心
モ
ト
ナ
ク
覚
一
ア
道
占
ト
ハ
ン
ト
テ
作
道
四
塚
ノ
辺
一
て
ア
ス
コ
シ
高
キ
所
ニ
立
テ
見
給
へ
ハ
雨
フ
リ
道
ア
シ

、J
I－
－
・
ニ
老
翁
ノ
ス
ベ
リ
／
＼
ア
ユ
ミ
キ
テ
僧
都
ノ
立
給
へ
ル
所
ニ
テ
ハ
ヤ
極
楽
へ
マ
イ
リ
タ
リ
ト
云
ケ
ル
サ
テ
コ
ソ
往
生
ハ
サ
リ
ト
モ
ト

タ
ノ
モ
シ
ク
思
ハ
レ
ケ
レ
往
生
要
集
選
シ
テ
唐
朝
マ
テ
名
ヲ
ホ
ト
コ
シ
日
出
キ
往
生
人
也
（
岩
瀬
文
庫
本
）

恵
心
ノ
僧
都
モ
往
生
ノ
事
不
審
ニ
覚
へ
テ
道
占
問
ン
ト
テ
作
道
四
塚
辺
ニ
ス
コ
シ
高
、JI－
－
所
ニ
立
テ
見
ラ
レ
ケ
ル
ニ
雨
フ
リ
路
ア
シ
キ
ニ

老
翁
ノ
ス
ベ
リ
／
＼
歩
ミ
キ
テ
僧
都
ノ
立
給
へ
ル
所
ニ
テ
ハ
ヤ
極
楽
へ
参
リ
タ
リ
ト
云
ケ
レ
ハ
往
生
タ
ノ
モ
シ
ク
思
ハ
レ
ケ
リ
往
生
要

集
ヲ
選
シ
テ
唐
土
マ
テ
名
ヲ
施
シ
目
出
キ
往
生
人
也
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
）

こ
の
話
は
、
源
信
が
往
生
の
こ
と
を
心
許
な
く
思
っ
て
辻
占
を
し
、

そ
の
結
果
『
往
生
要
集
」
を
著
す
と
い
う
『
往
生
要
集
』
執
筆
の
動
機
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を
語
る
内
容
で
あ
る
が

一
読
し
て
分
か
る
よ
う
に
、
辻
占
の
過
程
が
仙
台
市
民
図
書
館
蔵
本
と
そ
の
他
の
諸
本
と
で
は
大
き
く
異
な
る
。

抜
書
本
で
あ
る
仙
台
市
民
図
書
館
蔵
本
の
内
容
が
短
く
簡
単
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
な
ら
ば
と
も
か
く
、
反
対
に
話
の
内
容
が
倍
以
上
に

膨
れ
上
が
っ
た
複
雑
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
仙
台
市
民
図
書
館
蔵
本
を
他
の
『
沙
石
集
』
略
本
系
諸
本
と
比
較
し
た
際
に
見
ら
れ
る
語
句
の
相
違
、
独
自
本
文
な
ど
は
、

寛
の
責
任
に
よ
る
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
照
寛
の
見
て
い
た
原
本
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
照
寛
の
生
き
て
い
た
時
代
は
既
に
版
本
が
流

通
し
て
い
た
時
代
で
あ
る
が
、
照
寛
が
目
に
し
て
い
た
の
は
版
本
で
は
な
い
。

こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
数
種
の
写
本
と
も
異
な
る
。
現

在
の
と
こ
ろ
知
ら
れ
て
い
な
い
、
略
本
系
の
中
で
も
独
自
の
本
文
の
目
立
つ
写
本
が
、
享
和
二
年
に
現
在
の
仙
台
市
若
林
区
南
鍛
冶
町
に
あ

っ
た
円
乗
坊
に
存
在
し
て
お
り

照
寛
が
手
に
し
て
い
た
の
だ
。

仙
台
市
民
図
書
館
蔵
本
は
、
享
和
二
年
と
い
う
新
し
い
成
立
年
代
故
に
軽
視
出
来
る
も
の
で
は
な
く
、
抜
き
書
き
と
い
う
こ
と
で
約
十
分

の
一
の
分
量
し
か
残
き
れ
て
い
な
い
の
が
残
念
で
は
あ
る
が
、

そ
の
原
本
の
本
文
を
想
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
『
沙
石
集
』
諸
本
研
究
の
中

へ
新
た
な
一
材
料
を
提
供
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。

、
主

渡
辺
綱
也
氏
『
広
本
沙
石
集
』
寸
諸
本
解
題
」
日
本
書
房
一
九
四
三
年

日
本
古
典
文
学
大
系
『
沙
石
集
』
「
諸
本
」
岩
波
書
店
一
九
六
六
年

上
野
陽
子
「
仙
台
市
民
図
書
館
蔵
『
沙
石
集
』
抜
書
本
翻
刻
・
上
」
『
三
田
国
文
』
三
十
号
一
九
九
九
年
九
月

「
仙
台
市
民
図
書
館
蔵
『
抄
石
集
』
抜
書
本
翻
刻
・
下
」
『
三
田
国
文
』
三
十
一
号
二0
0
0

年
三
月

書
誌
に
つ
い
て
は
『
三
田
国
文
』
三
十
号
に
記
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

2 
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4 3 

仙
台
市
民
図
書
館
郷
土
資
料
室
か
ら
の
ご
教
授
に
よ
る
と
、

注
（1
）
の
渡
辺
綱
也
氏
の
解
説
参
照

円
乗
坊
と
は
里
修
験
を
行
う
者
達
が
集
ま
っ
て
い
た
お
堂
の
名
で
あ
る
。

翻
刻
・
紹
介
を
御
許
可
下
き
い
ま
し
た
仙
台
市
民
図
書
館
に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
翻
刻
を
資
料
と
し
て
用
い
る
こ
と
を
御
許
可

下
さ
い
ま
し
た
京
都
大
学
附
属
図
書
館
・
岩
瀬
文
庫
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
貞
享
三
年
版
本
は
慶
謄
義
塾
大
学
図
書
館
所
蔵
の
も
の
を
使
用
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
な
お
、
翻
刻
に
際
し
、
旧
字
体
・
異
体
字
等
は
通
行
の
書
体
に
改
め
て
い
ま
す
。

仙台市民図書館蔵『沙石集』抜書本の構成と流布本（貞享三年版本）との表題比較※通し番号は私に付す／「巻・話数」は版本の巻・話数を指す
~トー~ g 2αD ; ｧ 2σD :> コ ~ 2必D:: ｧ c亡~ 2トD::> ・4

ア 。 。 生 果因 神ハ 神明 平光日
、、、、 ノ 類
タ 事 ヲ ノ、

提，菩b ハ慈悲 ノ

御如来替身
神 事難遁 事
明

ヲヲ
供 発ス 玉貴
ス

ノ ／レ ヲフ
事 不審 喜玉 事

ノ フ

事 事
σ1 

題

一 一 一 一 一 一 一 一一 一

巻

一 九 八 七 四 一 数話
。

益事弥陀利阿 舎得事仏利感人IJ 
浄

依干光一便方止乙[) 
生

神事道’給明貴し、 事神慈給明悲貴 神離出土 神類明之門
十事明万神軽人 供不事審

明 妄念事 版本罰事蒙
グ〉

題
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cむJ ~ ~ C『~ ~ f巳Q刀D ~ 』 ~ fv、Dコト~＝ーp占 ~ゆD~ ~トo:: cト~ ~トD~ σCト~ ~トDーl ：ド~・－~ cト~ Cトー~ 
トー

孝経 五孔 事孝道 孝子ノ 孝子ノ 孝子ノ 身

末代僧ノ 厳妹答融問ト
0 物 O 。 末法 仏法 光 O

観J生古FIJ ノ定ノ 子身 ヲ カ 真言明ヲ ク 頭陀 ノノ
教事ヲ 事事事 ヒ ス 僧結

d工じごA、 他ア 縁因 ノ 敬フヲ 縁不空 ノ ノ
／レ 悪敷事 ノ 事 事 事
、 ノ

事 沙汰 事 事ル
ヲ 事
タ ヲ

ス
フ ノレ

事

一 一一 一 一 一 一 一 一 一
一 一 一 一 一 一 一 一

七 一／一L、ー・ 四 一 一 八 一／J._、ー・ 四
一 一

。

孔

之児忠 神之師 厳融 事忠有感百 癒狂 行事弥勤者
地 依薬師

之語事子物 種蔵主薩主人

事問答是非 利之

益観利命全事s 事 口 々
事 益利事

一 18- (185) 



〈・~ c・『？』』 Cσ？ 』、 ~ ~品~ C乙仏:i 心 ~ cトト仏：司コ ~ιD :i =‘ ~ Cむ：Jコ) ~むDよ~ σCむコJコ) t刀3 ~ 』~ Cむj CむNコよ2 ~ト・D: 

歌 常無 者智 慈誹山ド、
。 。 臨臨 帯妻 帯妻 法花仏念 0 代末ノ 終摩障 終ニ徳 ノヲ ノ ノ ノ ノ

事コ 事 事ノ 女障ト 事 事 遁
、 ヲ 世
ロ 語ド ノ
、、、 ナ ／レ 事
／レ ／レ 三ロノ日ミ

事 事 ノ
事

五 五 五 五 五 五 五 五 四 四 四 四 四 四 一

一 一 一 五 四 一 八 一A 五 一 一 一 八
七 四 一 一

有，し、 ム事感有和歌人と 神歌感明 子之歌事匠好 解事学之タ匠巴 之事山す生畜類匠」
道 頚経上 之妻臨 上 上 無 栂尾上
事h捨執着人J 之人 人

上之事歌 事之妻後事人 終事障 持事子 事人 物語事人人

助事給
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Cσ~コ CσσD; r 刀Tl CσιD 込） c:σ~ コ ~ ~ト？司) cσJ ~ c巳＆ 『＝巳＝刀： ~巳刀~ ~巳D刀-i C己... ＇；；）』刀〈え~刀~ c己~刀 c巳ト刀ー;, ~刀~ 亡ミ~

0 便慈悲方
。

親肉／ 母痴愚 僧殺生 盲母ヲ 母

行者果報
iE 神樹 袈裟 。

吠波玄： 発起盗 感人
直

千野法 孝 ノ タノ ノ
ヲニ テシ 事養童 ノ 事 事ノ、レ 功徳事 天ス 歌

ノ 食依 事 ノノレ

説 ヲ ファ 母孝 ヲ｜ 事事

僧事悦 事馬 ""'-
ノ :/ 

生 事
ヲ ／レ

軽 、

／レ 事
事

七 -f、- 一ノ」L、- ／一、一・ ー／－－＇－、- ーノ」L、-/¥ 一／一L、4、 ー／－－＇－：：. 一／－－＇－、- 五 五 五 五

一 一 一 一 一 八 七 一 一一 一
九 七 五 四 。 。 八

日民

事礼有帥 4母之生誓JT 回目 事’有芳人c，，、
正 裟袈

有所得之説法事
説 連 人 行基 傷ム表ζ 正

俗之直土 事歌 之感歌有伝房事 之 ノ

之事菩薩歌母養事 ｛恵 事歌
ノ

事所知 事 事 事
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~ Cσ~コ 2巳刀~ ~ コ：亡~亡~ 2トーr コ ~~ ~ C『：司J ：：σD .J コ ~ 『，~ ：＿心D~ ~。~ 『5~ ffi cσJ 

樫貧 樫貧 人ノ 果疋因L 業前 事僻 殺生 人ヲ 嫉 蛇 蛇 ケ 執愛 女貞 物一 常無年ヲ妬 ヲ ノ """- ヲ旦
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